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に
し
、
効
果
的

な
捕
獲
事
業
を

実
施
し
た
い
。

　

捕
獲
し
た
シ

カ
を
食
肉
と
し

て
利
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

産
業
経

　
　
　

済
部
長

　

積
極
的
に

取
り
組
む
団
体

な
ど
に
、
側
面

か
ら
支
援
し
た

い
。

　

山
林
で
は
、
成
木
の
樹じ
ゅ

皮ひ

は剥
ぎ
、植
林
し
た
幼
木
・

ク
ヌ
ギ
の
新
芽
・
椎
茸
の

採
食
被
害
が
多
く
、
電
気

柵
な
ど
の
設
置
や
捕
獲
に

よ
り
被
害
の
抑
制
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
（
銃
）
取
得

者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
対
応
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

猟
友
会
と
の
連
携
を
密

マ
ナ
ー
を
守
れ

　

〜
広
報
な
ど
で
啓
発
〜

　

粗
大
ゴ
ミ
な
ど
の
不
法

投
棄
の
防
止
策
は
。

　
　
　

生
活
環
境
部
長

　

職
員
に
よ
る
監
視
活
動

や
、
豊
後
大
野
県
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
産
業
廃
棄
物

監
視
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
。

あかみね　けんじ

赤
嶺
謙
二

　

合
併
か
ら
３
年
、
県
の

対
応
に
は
腹
立
た
し
さ
を

感
じ
る
。

　

跡
地
を
３
億
６
２
７
０

万
円
で
買
い
、
後
藤
学

園
に
無
償
貸
付
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　

市
長

　

後
藤
学
園
は
、
三
重

町
に
藤と
う
か華
医
療
技
術
専

門
学
校
を
開
設
し
、
現
在

３
０
０
名
以
上
の
学
生
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

利
用
計
画
に
よ
る
と
、

学
科
の
増
設
や
助
産
師
学

科
の
新
設
、
国
際
製
菓
調

理
専
門
学
校
の
本
市
へ
の

移
転
で
２
４
０
名
の
学
生

質 

答

　

学
校
給
食
は
安
全
か

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
手
づ
く
り
で
〜

　

中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
が
発
生
し
た
。

給
食
は
大
丈
夫
か
、
使
用
し
て
い
た
の
で

は
と
不
安
に
な
っ
た
。

状
況
は
。

　
　
　

教
育
次
長

　

調
査
の
結
果
、
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
手
づ
く
り
の
率
を
高
め
た
い
。

おの　じゅんいち

小
野
順
一

質 答

■広がる鳥獣被害
　　　～電気柵や捕獲により～

答

質 答

質 

■
三
重
高
校
跡
地

　
　
　
　

有
償
と
す
べ
き

　
　
　
　
　

〜
無
償
貸
付
と
し
た
い
〜

増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、楊よ
う
し
か
ん

志
館
高
校（
後

藤
学
園
経
営
）
の
部
活
動

の
利
用
計
画
な
ど
も
あ

り
、
こ
れ
ら
が
実
現
す
れ

ば
、
年
間
約
２
億
７
千
万

円
の
経
済
波
及
効
果
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
誘
致
と
同
様
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、無
償
貸
付
と
し
た
い
。

質 答

　

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
に
よ

る
農
林
業
へ
の
被
害
状
況

と
対
策
は
。

　
　
　

産
業
経
済
部
長

　

田
畑
へ
の
被
害
は
、
18

年
度
で
約
36 

ha
、
５
９
０

０
万
円
、
19
年
12
月
末
で

約
34 

ha
、４
０
０
０
万
円
。

▲希望に満ちた入学式（藤華医療技術専門学校）

答

▲あとを絶たない不法投棄

質 


